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健
保
・
公
費
改
悪
反
対
で
要
請

全
患
連
郵
便
料
値
上
げ
反
対
で
も
国
会
各
議
員
に

　

健
保
改
心
案
の
審
議
開
始
と
い
う
緊
‐
一
し
た
八
‐
、
急
患
迎
は
、
健
保
改
２
　
案
の
廃
案
、
公
費
医
療
の
改
忠

準
備
に
反
対
と
郵
便
料
第
三
種
（
障
Ｉ
者
闘
休
関
膀
料
金
の
据
置
き
を
国
八
公
党
に
が
詰
し
ま
し
た
。

　

四
月
八
日
、
全
国
患
者
団
体
連
絡

協
議
会
は
、
山
本
事
務
局
艮
な
ど
幹

事
お
よ
び
各
団
体
代
表
が
参
加
し
、

健
康
保
険
・
公
費
負
担
医
療
の
改
悪

に
反
対
す
る
よ
う
各
党
国
会
議
員
に

要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
「
郵
便
料
（
第
三

種
低
料
金
扱
い
）
の
据
置
き
」
に
つ

い
て
も
、
衆
議
院
、
参
議
院
の
逓
信

委
員
に
要
請
を
し
ま
し
た
。

　

健
保
・
公
費
負
担
医
療
の
改
悪
に

反
対
す
る
要
請
と
し
て
、
①
健
康
保

険
法
の
「
改
正
案
」
は
、
思
者
負
担

を
増
大
さ
せ
、
受
診
・
入
院
治
療
を

抑
制
さ
せ
る
も
の
で
直
ち
に
廃
案
に

し
て
下
さ
い
、
②
医
寮
保
険
及
び
公

費
医
寮
は
、
予
防
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
の

す
べ
て
を
給
付
す
る
と
同
時
に
本
人

家
旅
と
も
十
割
給
付
を
切
に
望
み
ま

す
、
③
宰
斜
差
額
、
付
添
看
護
料
及

び
通
院
費
の
多
額
な
患
者
負
担
を
な

く
し
て
下
さ
い
、
④
国
民
健
康
保
険

の
高
額
医
療
費
の
患
者
敬
遠
を
な
く

し
、
傷
病
手
当
制
度
を
新
設
し
て
く

だ
さ
い
、
⑤
保
険
な
ら
び
に
公
費
医

療
で
死
体
腎
提
供
側
の
手
術
費
等
を

給
付
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
、
⑥

人
～
肛
門
・
Λ
Ｌ
膀
胱
・
尿
路
変
更

者
の
諸
農
具
を
現
金
給
付
に
す
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
、
⑦
公
費
医
療
制

度
に
所
得
に
よ
る
思
者
負
担
の
導
入

を
や
め
さ
せ
て
下
さ
い
。
な
お
、
公

費
優
先
を
保
険
優
先
に
改
悪
す
る
こ

と
に
反
対
し
ま
す
の
七
項
目
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
郵
傾
料
の
据
置
き
要
請
と

し
て
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
九
日

の
全
息
連
と
郵
政
省
と
で
約
束
の
あ

っ
た
「
第
三
種
郵
便
料
金
」
の
据
置

き
措
置
を
前
提
と
し
て
、
①
思
者
、

障
｀
暑
団
体
発
行
の
定
期
刑
‐
物
の

第
三
種
郵
便
料
金
は
、
現
行
の
ま
ま

全
面
的
に
据
置
き
に
し
て
下
さ
い
、

②
息
者
、
障
｀
暑
団
体
で
郵
送
す
る

封
書
、
葉
書
料
金
は
据
置
き
に
し
て

下
さ
い
、
③
身
伎
蜃
暑
手
帳
所
持

者
の
封
書
、
葉
嗇
料
金
は
据
置
き
に

し
て
下
さ
い
の
三
項
目
実
現
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
各
党
関
係
議
員
要
請
行
動
は

健
保
・
公
費
問
題
で
衆
・
参
あ
わ
せ

て
二
十
五
名
、
郵
便
料
問
題
で
は
十

二
名
の
国
会
議
員
に
要
請
し
ま
し

た
。
な
お
、
全
思
連
と
全
難
連
は
五

月
六
日
に
二
次
行
動
を
行
い
ま
す
。

　

各
党
議
員
の
対
応
は
、
自
民
党
議

員
は
党
と
相
談
す
る
と
い
う
形
で
理

解
を
示
ま
Ｔ
、
野
党
各
党
は
若
干
の

相
違
を
み
せ
な
が
ら
、
断
固
廃
案
は

社
会
党
、
最
後
ま
で
廃
案
で
い
く
は

共
産
党
で
し
た
。

全
腎
協
第
十
回
総
会
議
案
発
表

腎
疾
患
総
ふ
冊
策
確
立
の
運
動
と
会
員
二
万
三
千
〈
を
目
標

　

「
八
〇
年
代
を
真
に
医
療
と
福
祉

の
時
代
に
プ
ー
全
腎
協
で
は
、
三

月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
幹
事
会
を
開
き
、
五
月
十

八
日
福
岡
市
で
開
催
す
る
第
十
回
総

会
の
提
出
議
案
な
ど
を
討
議
し
ま
し

た
。
「
石
油
危
機
」
と
「
財
政
危
機
」

を
背
景
に
迎
え
た
一
九
八
〇
年
代

に
、
医
療
と
福
祉
の
拡
充
に
向
け
て

い
か
に
運
動
を
す
す
め
る
か
、
緊
張

し
た
空
気
の
中
で
意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。
以
下
、
全
腎
協
の
昭
和
五

十
五
年
度
総
会
議
案
の
特
懲
［
晏
紹

介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
同
会
が
こ
れ
ま
で
め
ざ
し

て
き
た
「
腎
疾
患
の
総
合
的
対
策
の

確
立
」
に
つ
い
て
、
理
論
的
な
整
備

を
終
え
て
具
体
的
活
動
に
入
る
方
向

を
示
し
て
い
ま
す
。
人
工
腎
臓
に
よ

る
透
析
治
療
に
は
高
額
の
医
療
費
を

要
し
、
し
か
も
年
間
五
千
人
の
勢
い

で
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
増
え
つ
づ
け
る
と
、
十
数
年
後
に

は
現
在
（
約
三
万
五
千
人
）
の
三
倍

近
く
に
達
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て

お
り
、
そ
ラ
な
る
と
患
者
数
に
見
合

っ
た
医
療
供
給
体
制
、
医
療
水
準
が

維
持
さ
れ
る
か
の
問
題
が
生
じ
て
き

ま
す
。

　

全
腎
協
で
は
、
「
自
分
だ
ち
と
同

じ
苦
し
み
を
次
の
世
代
の
人
た
ち
に

味
わ
わ
せ
た
く
な
い
」
と
い
丹
政
一
持

ち
と
、
こ
れ
以
上
の
腎
不
全
、
減
税

患
者
を
増
や
す
こ
と
は
国
に
と
っ
て

帰
に
い
た
る
腎
臓
病
の
総
合
的
抜
本

対
策
を
確
立
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
国
民
皆
検
尿

の
実
施
、
治
療
法
の
研
究
、
人
工
腎

臓
の
開
発
、
腎
臓
移
植
の
推
進
な
ど

が
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
組
織
活
動
の
強
化
の
た

め
に
、
県
組
織
の
一
層
の
強
化
と
、

病
院
単
位
患
者
会
の
活
動
を
活
発
に

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
第
十
一
回
総

会
ま
で
に
会
員
整
乞
二
万
三
千
人
に

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
全
国
患
者
・
家
族
集
会
」

の
開
催
に
つ
い
て
努
力
す
る
こ
と
、

来
年
の
国
際
障
害
者
年
を
単
な
る

　

お
祭
り
叱
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、

内
部
障
｀
暑
の
立
場
か
ら
発
言
を
強

め
て
い
く
こ
と
を
、
総
会
議
案
と
し

て
提
案
し
ま
す
。
患
者
団
体
と
し
て

も
思
者
自
身
に
と
っ
て
‐
儡
ま
し
く
最
も
大
き
な
組
織
と
な
っ
た
同
会
の

な
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
予
防
か
ら
質
的
向
上
と
と
も
に
、
他
団
体
と
い

冶
療
、
研
究
、
リ
ハ
ビ
リ
、
社
会
復
連
け
い
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

全
有
協
も
六
月
総
会

労
思
活
改
悪
反
対
の
運
動
を
強
化

　

全
国
職
業
性
有
害
物
障
害
患
者
協

議
会
（
全
有
協
）
は
、
六
月
二
十
一

日
（
土
）
に
、
東
京
に
於
い
て
定
期

総
会
を
ひ
ら
く
計
画
で
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
役
員
会
は
、
縦
貫
策

の
諸
準
備
と
縦
茄
案
の
作
成
に
と

り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

全
有
協
で
は
こ
の
一
年
、
職
業
病

認
定
の
成
果
や
裁
判
の
い
く
つ
か
の

勝
利
な
ど
の
活
動
を
季
こ
め
教
訓
化

す
る
丘
ハ
に
労
災
法
改
悪
反
対
運
動

を
強
化
し
よ
う
こ
し
て
い
ま
す
。
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日
患
同
盟
の
大
会
大
阪
で

五
月
二
十
五
日
よ
り
三
日
間
開
催

　

日
本
患
者
同
盟
は
、
五
月
二
十
五

日
か
ら
三
日
間
、
大
阪
で
第
七
十
三

回
定
期
大
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
の
各
都
道
府
県
の
組
織
か
ら

選
出
さ
れ
た
代
議
員
が
参
加
し
、
結

核
公
費
医
療
廃
止
反
対
運
動
を
は
じ

め
、
医
翠
回
曾
生
活
環
境
の
運
動

な
ど
、
こ
の
一
年
の
運
動
を
ふ
り
か

え
り
、
そ
の
成
果
と
教
訓
を
明
５
か

に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
を
治
す
権
利
、
団
結

し
て
運
動
す
る
権
利
の
確
立
を
か
か

け
士
二
年
三
ヵ
月
に
わ
た
り
不
屈
に

と
り
く
み
、
高
裁
段
階
で
は
全
思
遇

各
団
体
の
支
増
石
い
た
だ
い
た
高
知

・
三
柏
園
事
件
完
全
勝
利
の
教
訓
を

全
国
代
表
に
よ
っ
て
新
ら
た
め
で
確

認
し
ま
す
。の

　

大
会
は
、
福
祉
が
退
潮
か
５
ｔ
ハ
幅

に
後
退
の
政
策
に
傾
く
な
か
で
、
全

国
で
た
か
ま
っ
て
い
る
会
員
の
期
待

に
こ
た
え
、
思
者
、
障
貫
頁
回
復

者
の
医
m
福
祉
を
守
る
運
動
を
拡

大
強
化
す
る
方
針
を
き
め
ま
す
。

　

と
り
わ
け
結
核
政
策
を
ふ
く
む
公

費
医
療
改
悪
反
対
の
方
針
を
き
め
、

こ
れ
ら
の
運
動
を
罹
進
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
組
織
の
強
化
、
拡
大
、
財
政

建
設
の
方
針
を
き
め
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
日
思
本
部
は
、
本

部
費
の
十
五
円
値
上
げ
（
一
ヵ
月
百

円
と
な
る
）
を
提
案
し
ま
す
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
昨
年
秋
い
ら
い
各
県

組
織
・
自
治
会
で
「
運
動
を
保
障
す

る
財
政
建
設
を
”
と
の
努
力
が
つ
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
日
患
大
会
を
成
功
さ
せ

よ
う
」
と
、
地
元
大
阪
府
思
を
中
心

に
近
畿
地
方
協
の
各
府
県
患
で
実
行

委
員
会
が
つ
く
ら
れ
、
い
ま
う
け
い

れ
準
備
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
日
思
大
会
に
む
け
、
各

都
道
府
県
組
織
の
大
会
や
分
会
代
表

者
会
議
が
ぞ
く
ぞ
く
と
ひ
う
か
れ
成

功
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
患
本
部
は
ち
か
く
全
思

連
各
団
体
へ
む
け
案
内
状
を
お
く
り

祝
電
、
メ
。
セ
ー
ジ
を
要
請
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
宮
古
で
♂
支
部
長
会
議

全
患
協
五
月
九
日
よ
り
四
日
間
開
く

　

第
二
十
七
回
定
期
支
部
長
会
議
が

沖
梱
県
の
宮
古
支
部
で
五
月
九
日
か

ら
十
二
日
ま
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

　

そ
の
前
段
に
全
国
の
四
ブ
ロ
ヴ
ク

で
、
ブ
ロ
ズ
端
一
自
の
議
題
と
本
部

提
出
議
題
が
討
議
さ
れ
事
Ｔ
。

　

本
年
も
四
月
上
旬
と
中
旬
に
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
は
協
議
事
項
と
し
て
①

職
員
と
患
者
の
協
力
関
係
に
つ
い
て

②
長
島
架
橋
に
つ
い
て
ト
七
提
出

し
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
は

支
部
長
会
議
で
結
論
が
だ
さ
れ
ま

す
。

　

職
貝
と
思
者
の
協
力
関
係
に
つ
い

て
は
、
入
所
者
の
減
少
と
老
齢
化
が

す
す
む
ハ
氏
病
療
養
所
の
将
来
を
考

え
る
と
き
、
そ
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
強
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
今
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
話
し
合
い
を
深

め
て
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
高
め
て

い
く
よ
う
努
力
す
る
旨
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　

長
島
架
橋
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県

尾
久
町
の
長
島
愛
生
園
と
位
久
光
明

か
話
し
あ
い
を
か
さ
ね
て
、
相
互
の

信
頼
関
係
を
高
め
て
い
く
よ
う
努
力

し
あ
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
島
架
橋
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
一

邑
久
町
に
あ
る
離
島
、
長
島

生
圈
と
光
明
園
の
二
園
か
あ

に
に
い
皿

こ
こ
に
は
患
者
千
八
百
名
、
職
員
六

百
名
が
通
勤
も
し
く
は
島
内
に
在
住

し
て
お
り
ま
す
。
離
島
の
た
め
に
、

医
療
と
生
活
の
全
面
に
障
｀
晏
も
た

ら
し
、
医
療
機
関
と
し
て
の
使
命
に

も
支
障
を
も
た
斤
し
て
い
ま
す
。
長

島
架
橋
は
、
医
療
と
生
活
を
守
る
橋

で
あ
り
、
人
間
回
復
の
橋
で
あ
り
ま

す
。
架
橋
の
実
現
の
運
動
の
一
環
と

し
て
署
名
運
動
を
ひ
ろ
く
呼
び
か
け

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

一
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ス
モ
ン
の
三
団
体
統
一

投
薬
証
明
な
し
も
認
定
せ
よ
と

　

四
月
二
十
一
日
、
三
月
初
旬
の
寒

さ
に
も
ど
っ
た
よ
ラ
な
寒
さ
の
中
で

　

「
ス
モ
ン
全
被
｀
暑
大
統
一
行
動
」

が
二
十
三
日
ま
で
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

初
日
の
二
十
一
日
は
、
全
国
か
ら

集
っ
た
三
団
体
（
ス
全
協
、
ス
連
協
、

塞
累
訴
訟
第
一
グ
ル
ー
プ
）
の
代
表

が
、
厚
生
省
正
面
玄
関
前
に
ぎ
っ
し

り
座
込
み
を
行
い
、
午
後
か
ら
統
一

集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
統
一
集
会
は
、
三
団
体
か
ら

司
会
者
が
三
人
選
ば
れ
て
進
行
を
つ

と
め
、
経
過
報
告
も
三
団
体
代
表
が

そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。

　

ど
の
報
告
者
も
三
団
体
統
一
を
評

価
し
、
当
面
の
重
要
問
題
と
し
て
投

薬
証
明
の
な
い
も
の
の
認
定
拒
否
す

る
製
薬
三
社
へ
の
抗
議
と
、
厚
生
大

臣
交
渉
の
成
功
を
訴
え
ま
し
た
。

　

弁
護
団
も
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
代

表
が
そ
れ
ぞ
れ
経
過
の
報
告
と
統
一

要
求
の
実
現
の
た
め
の
決
意
を
表
明

し
あ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
統
一
要
求
轡
を
た
ず
さ

え
た
、
厚
生
大
臣
交
渉
が
午
後
三
時

か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
大
臣
交
渉
の
間
は
、
三
団
体

大
塚
病
院
♂
ま
っ
た

東
京
難
病
連
な
ど
の
運
動
で
実
現

　

難
病
患
者
な
ど
を
治
療
し
て
い
た

東
京
都
立
大
塚
病
院
の
存
続
（
建
替

痙
則
提
）
の
運
動
が
成
功
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
十
月
、
突
然
、
恵
只
都
の
鈴

木
知
事
は
、
都
立
大
塚
病
院
の
閉
鎖

を
発
表
し
、
都
民
や
多
く
の
関
係
団

体
か
ら
い
か
り
の
声
が
上
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
東
京
都
議

会
は
、
関
係
団
体
の
反
対
運
動
に
よ

り
、
八
百
万
円
の
予
算
を
計
上
し
、

都
立
病
院
整
備
検
討
委
員
会
を
設
け

て
、
現
地
で
の
建
替
え
を
前
提
に
医

の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
患
者
が
選
ら

ば
れ
「
実
態
の
訴
え
と
決
意
表
明
」

が
つ
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

支
援
に
か
け
つ
け
だ
各
民
主
団
体

の
代
表
が
紹
介
さ
れ
、
み
ん
な
ス
モ

ン
の
統
一
と
闘
い
を
評
価
す
る
と
共

に
、
ス
モ
ン
の
闘
い
か
ら
多
く
の
教

訓
を
学
ん
だ
こ
と
と
、
決
意
の
表
明

か
あ
り
ま
し
た
。

　

全
思
連
か
ら
、
山
本
事
務
局
長
が

参
加
し
、
患
者
の
立
場
か
ら
共
に
頑

張
る
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。

療
需
要
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
膏
束

認
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
リ
ウ
マ
チ

な
ど
難
病
患
者
の
診
療
に
つ
い
て
は

他
の
病
院
で
受
け
も
つ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
大
塚
病
院
の
存
続
が
最

終
的
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
検
討
俯
貝
会
の
調

杏
芒
東
京
都
の
方
針
確
定
ま
で
は
運

動
の
け
い
ぞ
く
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。
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健
保
改
悪
で
自
社
公
民
が
合
意

　
　
　

二
十
五
日
夜
各
党
国
対
委
員
長
会
議
で

　

二
十
五
日
夜
十
時
頃
、
健
保
法
改

悪
案
に
つ
い
て
の
自
民
党
か
ら
の
第

三
次
修
正
案
が
だ
さ
れ
、
廃
案
を
強

く
主
張
し
た
共
産
党
を
除
い
て
、
自

民
、
社
会
、
公
明
、
民
社
の
四
党
が

合
意
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

連
休
あ
け
の
五
月
八
日
に
衆
院
本
会

議
可
決
、
十
四
日
に
は
参
議
院
吏
＝

議
で
可
決
成
立
す
る
町
能
性
が
濃
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
意
案
の
主
な
内
容
は
、
①
本
人

　

厚
生
省
は
、
健
保
「
改
正
i
m
案

を
是
非
と
も
通
し
た
い
と
し
て
、
こ

の
ほ
ど
パ
ン
フ
レ
。
ト
を
発
行
し
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
、
差
額
徴
収
や
付
添
看

護
料
な
ど
保
険
外
の
患
者
負
担
に
つ

い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
弟
Ｔ
る
と

云
っ
て
い
ま
す
。

　

△
差
額
ベ
ヴ
ド
▽
全
廃
す
る
考

え
は
な
い
が
、
差
額
負
担
の
い
ら
な

い
ベ
ヴ
ド
を
質
・
量
と
も
に
十
分
確

の
療
養
給
付
率
を
入
院
十
割
、
通
院

九
割
と
す
る
、
②
家
族
の
療
養
給
付

率
を
入
院
九
割
、
通
院
八
割
と
す
る
、

③
た
だ
し
入
院
の
場
合
は
本
人
だ
け

は
給
食
費
一
日
分
千
円
（
一
ヵ
月

二
万
円
の
頭
打
ち
）
を
徴
収
す
る
、

④
高
額
療
養
費
の
支
給
限
度
額
三
万

九
千
円
を
三
万
に
し
、
低
所
得
者
は

】
万
五
千
円
と
す
る
、
⑤
保
険
料
は

千
分
の
八
十
を
千
分
の
九
十
一
ま
で

引
き
上
げ
る
内
容
で
す
。

保
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い

る
。
特
に
治
療
上
の
必
要
か
ら
思
者

を
個
室
に
収
容
し
た
場
合
、
差
額
料

金
の
支
払
い
が
強
制
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
、
と
従
来
の
方
針
を
の
べ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
か
ら
問
題
に
な
っ
て

い
る
私
立
大
学
附
属
病
院
に
対
し
て

は
、
厚
生
省
か
ら
本
年
一
月
、
文
部

省
大
学
局
長
に
対
し
、
差
額
徴
収
の

改
善
に
つ
い
て
の
要
請
を
し
た
、
と

　

こ
の
四
党
合
憲
は
、
政
府
案
か
ら

み
る
と
若
干
の
修
正
は
さ
れ
た
が
、

基
本
的
に
は
、
本
人
、
家
族
全
員
が

一
部
負
杷
蚕
は
ら
う
受
益
者
負
担
の

強
化
で
あ
り
、
受
診
抑
制
、
他
の
医

療
保
険
と
公
費
医
療
改
悪
に
道
を
あ

け
た
重
大
な
改
悪
で
す
。

旨
し
て
い
ま
す
。

　

差
額
ベ
ヴ
ド
徴
収
問
題
で
国
公
立

病
院
が
卒
先
し
て
実
施
し
て
き
た
こ

と
だ
け
に
、
私
立
大
学
病
院
側
が
従

来
も
厚
生
省
の
云
う
こ
と
を
聞
か
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
今
回
も
形
式
だ
け

の
要
請
に
終
り
そ
う
で
す
。

差
額
室
料
で
手
を
や
く
厚
生
省

健
保
改
正
を
是
非
と
も
と
パ
ン
フ
発
行

単
身
者
受
入
れ
の
住
宅
法
改
正

今
秋
を
目
標
に
地
方
条
令
改
正
の
運
動
も

　

長
い
間
、
公
営
住
宅
に
は
、
患
者

障
｀
暑
、
お
年
寄
り
の
単
身
者
は
入

居
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
が
、
障
全
協
や
全
生
連
な
ど

の
運
動
に
よ
っ
て
、
今
国
会
に
於
い

て
や
っ
と
法
律
改
正
が
成
功
し
そ
う

で
す
。
単
身
者
の
入
居
が
町
浦
に
な

　

三
月
一
日
障
害
者
が
】
人
で
飛

行
機
に
割
引
き
料
金
で
乗
れ
る
よ
う

に
な
■
£
m
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
付
添
者
の
い
な
い
障

｀
暑
は
乗
せ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
関
係
団
体
の
運
動
が
実

り
ま
し
た
。

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
制
度
改
正
は
、
「
老
人
、

障
害
者
そ
の
他
特
に
住
居
の
安
全
を

図
る
必
要
が
あ
る
者
と
し
て
政
令
で

定
め
る
者
」
に
つ
い
て
は
、
同
居
親

族
が
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
改
め
る

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
老
人
な
ら
何
才
以
上
に

す
る
と
か
、
障
害
者
の
等
級
を
何
級

ま
で
み
と
め
る
の
か
な
ど
、
未
解
決

な
も
の
が
あ
る
た
め
に
、
政
令
案
を

　

航
空
運
賃
の
障
大
暑
割
引
き
は
、

障
害
者
手
帳
（
第
一
種
の
み
）
を
持

っ
て
い
る
も
の
に
二
十
五
％
の
割
引

全
量
天
と
付
添
者
の
両
方
に
み
と

め
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
禾
人

だ
け
で
も
よ
い
と
い
う
事
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
障
害
者
手
帳
の
第
一
種

所
持
者
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら

今
後
は
、
第
二
種
の
手
帳
所
持
者
に

も
割
引
き
制
度
を
拡
充
し
て
い
く
こ

か
た
め
る
た
め
に
、
も
う
少
し
時
間

を
必
要
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
政
令
改
正
案
が
か
た
ま
っ
て

も
、
各
地
方
自
治
体
の
住
宅
条
例
の

改
正
が
必
要
に
な
り
事
Ｔ
。

　

単
身
住
宅
を
希
望
す
る
人
達
は
、

全
患
連
の
中
に
も
多
く
い
ま
す
の
で

そ
れ
ぞ
れ
地
方
自
治
体
ご
と
に
細
目

に
わ
だ
っ
て
の
条
例
改
正
の
た
め
の

運
動
茫
萩
を
目
標
に
必
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に

内
部
障
ｔ
暑
で
障
害
者
手
帳
を
も
っ

て
い
る
人
の
大
部
分
は
、
こ
の
割
引

き
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

い
る
か
ら
で
す
。

　

ど
ろ
も
諸
も
ろ
の
障
害
者
制
度
に

お
け
る
内
部
障
害
者
の
措
置
は
除
外

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
内
部
障

ｔ
暑
関
係
団
体
の
運
動
の
弱
さ
も
反

映
し
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、
お
お
い

に
運
動
の
強
化
が
望
ま
れ
ま
す
。

単
身
で
も
飛
行
機
料
金
割
引
く

三
月
一
日
よ
り
国
内
航
空
五
社
で
実
施
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時
事
百
科
、
小
学
館
に
難
病
解
説

研
究
促
進
は
学
際
的
な
科
学
者
の
役
割
が
決
定
的

　

一
九
八
〇
年
度
版
の
時
事
百
科
、

小
学
館
に
「
難
病
」
が
、
東
京
医
科

歯
科
大
学
難
治
疾
患
研
究
班
の
片
平

冽
９
博
士
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
ま

す
。
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

難
病

　

国
の
対
策
求
め
て

　

患
者
運
動
を
展
開

　

ス
モ
ン
や
ベ
ー
チ
；
卜
病
な
ど

が
多
発
し
、
社
会
問
題
に
な
っ
だ
の

は
一
九
七
〇
年
ご
ろ
で
あ
る
。

　

思
者
た
ち
は
、
組
織
を
つ
く
り
、

病
因
や
治
療
法
の
究
明
、
医
原
費
の

公
費
負
担
な
ど
を
訴
え
る
運
動
を
展

開
し
た
。

　

厚
生
省
当
局
は
当
初
「
現
代
は
八

百
八
病
で
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
て

い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
の
態
度
を

と
っ
て
い
た
が
、
患
者
運
動
の
進
展

に
よ
り
対
策
を
迫
ら
れ
、
七
二
年
に

　

「
特
定
疾
患
対
策
室
」
を
お
き
「
難

病
対
策
要
綱
」
を
定
め
た
。

　

研
究
を
促
進

　

す
る
善
業

　

難
病
対
策
を
さ
ら
に
促
進
し
、
患

者
に
役
だ
た
せ
る
に
は
ど
う
い
う
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
ラ
か
。
第
一
に
、

難
病
対
策
を
促
進
す
る
早
大
要
因
は

ほ
か
な
ら
ぬ
難
病
思
者
自
身
の
要
求

と
運
動
で
あ
る
。
第
二
に
、
難
病
を

解
明
す
る
う
え
で
科
学
者
の
役
割
が

決
定
的
に
重
要
で
、
研
究
の
自
主
性

研
究
ナ
ー
ム
運
営
の
民
主
性
、
研
究

結
果
の
公
開
性
が
貫
か
れ
な
け
れ
ば
・

な
ら
な
い
。
そ
の
点
て
、
研
究
発
足
　
　

後
一
年
目
に
ス
モ
ン
の
原
因
物
質
を

突
き
と
め
た
ス
モ
ン
調
査
研
究
班
の

学
際
的
な
運
営
は
多
く
の
教
訓
を
残

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
三
に
、

現
在
は
「
難
病
」
の
病
魔
に
冒
さ
れ

て
い
な
い
国
民
も
思
者
の
実
態
に
目

を
向
け
、
進
ん
で
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
活

動
を
行
い
、
問
題
を
認
識
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
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ご
購
読
の
お
ね
が
い

　

本
誌
は
、
全
国
患
者
団
体

連
絡
協
議
会
（
略
称
・
全
患

連
）
の
機
関
誌
で
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
患

者
や
家
族
、
一
般
の
方
々
に

ぜ
ひ
購
読
を
お
す
す
め
く
だ

さ
る
よ
ろ
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
先
〒
一
八
〇
ト
○
四

　
　
　

東
京
都
清
瀬
市
松
山

　
　
　

ニ
ー
ー
＝
丁
一
二
本

　
　
　

誌
編
集
委
員
会
ま
で

購
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料
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患者運動
勁草書房刊

-八八--=-==噸二八〃y-●
長

　　

宏

　

著

　　　　　　　　　

定価1.200円〒160円

世界でもめずらしい、といわれる｢患者運動｣
が、なぜ日本だけに発生したのか。
人権意識をもって立ち上った患者運動の現状
と課題を明らかにしています。必読の書。

お申込み現金(切手も可)でお申込み下さい。

全国患者団体連絡寵義会東京都清瀬市松山2-13-12
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（第三種郵便物認可）第５５号かんじゃと医療19 8 0年5月１日（７）

無
年
金
者
を
な
く
し
て
下
さ
い

　
　

禰
害
年
金
を
改
正
し
、
無
年
金

者
を
な
く
し
て
下
さ
い
”
と
い
ろ
切

な
る
願
い
を
こ
め
て
、
全
国
各
地
で

署
名
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

す
す
め
る
会
障
害
年
金
改
正
で
第
一
次
請
願

　

そ
の
署
名
を
も
っ
て
、
四
月
八
日

障
冑
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会
は
、

国
会
請
願
（
第
一
次
）
を
行
な
い
ま

し
た
。

署名を山と積んで打合せ中のすすめる会(衆院議面

　

み
ん
な
で
集
め
た
署
名
や
募
金
を

も
っ
て
参
加
し
た
の
は
、
互
療
会
、

全
交
災
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
、

全
思
連
、
全
難
連
、
神
奈
川
難
病
連
、

日
墨
同
盟
、
全
有
協
、
ス
全
協
、
多

発
硬
化
症
友
の
会
、
障
全
協
、
せ
き

損
連
合
会
、
全
国
肢
障
協
の
十
三
団

体
代
憲
二
十
六
名
で
す
。

　

国
会
に
提
出
し
た
署
名
は
四
万
四

千
七
二
三
名
分
で
す
。
こ
の
署
名
を

三
班
（
衆
議
院
第
一
議
員
｛
辰
、
同

第
二
議
員
会
館
、
参
議
院
議
員
会
館
｝

に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
労
働

委
貴
会
に
所
属
す
る
議
員
さ
ん
を
た

ず
ね
、
請
願
の
紹
介
を
た
の
み
ま
た
、

障
害
年
金
改
正
を
い
か
に
障
｀
暑
や

思
者
が
ま
っ
て
い
る
か
を
切
々
と
訴

え
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

参
議
院
選
挙
も
間
近
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
各
党
議
員
（
秘
嗇
）
も
、
私

た
ち
の
要
求
や
実
態
に
理
解
を
し
め

し
ま
し
た
が
、
中
に
は
、
党
（
自
）

と
相
談
し
な
け
れ
ば
返
事
で
き
な
い

と
い
う
議
員
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
二
次
国
会
請
願
は
、
五

月
の
八
日
（
木
）
に
実
施
す
る
計
画

で
す
。

　

す
で
に
、
第
二
次
請
願
の
署
名
と

募
金
が
多
く
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
次
だ
け
で
募
金
は
十
四
万
五
千
円

集
め
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

誌
代
送
金
の
お
願
い

　

本
誌
ご
購
読
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。
実
は
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
購
読
者
は
相
当
ふ

え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
事
務
局

が
手
薄
の
た
め
、
購
読
料
の
請
求

が
出
来
な
い
で
い
ま
す
。
申
訳
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
決
算
を
ひ
か

え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
送
金
下
さ

る
よ
ろ
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
送
金
の
節
は
［
郵
便
振
替
東

京
ニ
ー
四
一
五
二
］
で
お
願
い
し

事
ｙ
。

　

三
月

　

▲
一
日
厚
生
省
医
療
用
Ｘ

線
フ
″
ル
ム
と
歯
科
材
料
価
格
を

引
上
げ
た

　

▲
社
会
保
険
庁
昭
和
五
十
四

年
三
月
末
の
「
国
民
年
金
の
障
害

年
金
綸
付
の
現
状
」
を
事
こ
め
発

へ
表
。
七
十
九
万
一
千
人
（
拠
出
制

ご昭
‥
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・
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.゛,井･

３月・４月

湊ﾀﾞ

Ｕ

権
者
は
両
方
で
四
万
一
千
人
増
え

て
い
る
。

　

▲
十
五
日
ゆ
た
か
な
医
療
と

福
祉
を
め
ざ
す
ト
全
国
患
者
・
家

費
負
担
医
寮
改
悪
反
対
を
申
入
れ

る
こ
と
を
決
議
し
た
。
な
お
、
実

行
委
員
会
は
七
月
開
催
を
決
定
。

　

▲
十
四
日
全
患
連
第
二
十
四

回
幹
事
会
を
開
き
、
健
保
・
公
費

改
悪
反
対
と
郵
便
料
値
上
げ
反
対

で
各
党
要
請
を
決
定
。

　

▲
十
五
日
ス
モ
ン
全
国
連
絡

隋
議
会
、
全
日
通
会
館
で
討
論
集

会
開
催

　

▲
十
六
日
障
｀
犀
金
改
正
を

す
す
め
る
会
（
五
十
五
団
体
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
。
三
回
）
万

人
の
声
で
生
活
で
き
る
年
金
に
を

主
題
に
年
金
制
度
解
説
と
新
し
い

障
害
年
金
制
度
案
を
討
論
し
た

▲
八
日
全
思
連
健
保
改
悪

へ
健
保
改
悪
法
案
の
撤
回
と
各
種
公
議
に
社
公
民
同
調
し
共
反
対
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私
の
娘
は
潰
瘍
性
大
腸
炎
で
す
。

現
在
は
二
歳
三
ヵ
月
で
発
病
は
生
後

十
一
ヵ
月
で
し
た
。

　

発
病
ま
で
は
離
乳
£
順
調
で
健
康

そ
ろ
な
子
供
で
し
た
。

　

最
初
、
原
因
不
明
の
下
痢
で
私
大

病
院
に
入
院
、
い
つ
ま
で
も
良
く
な

ら
な
い
不
安
か
ら
、
国
立
大
学
病
院

に
移
り
、
母
子
で
の
病
院
生
活
も
一

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

転
院
Ｕ
て
か
ら
二
ヵ
月
で
病
名
が

「
潰
瘍
性
大
腸
炎
」
と
わ
か
り
ま
し

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
子
供
の
親

東
京
都
文
京
区
佐
藤
光
代

た
。
先
生
は
「
い
い
薬
も
で
き
て
、

昔
ほ
ど
恐
い
病
気
で
は
な
く
な
っ
た

が
再
発
し
や
す
く
、
大
人
の
場
合
は

一
生
付
合
う
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

｝
時
は
膿
粘
血
便
の
下
痢
と
高
熱

に
加
え
て
、
壊
阻
性
膿
皮
症
を
併
発

し
、
助
か
ら
な
い
の
で
は
と
心
配
で

し
た
。

　

そ
ん
な
不
安
と
焦
り
の
中
で
、
難

病
指
定
だ
か
ら
、
同
じ
病
気
で
苦
し

ん
で
い
る
人
が
い
る
は
ず
だ
、
と
気

づ
き
探
し
ま
し
た
。

　

幸
せ
な
こ
と
に
「
あ
せ
び
会
」
と

い
号
数
病
者
等
の
会
に
出
合
う
こ
と

が
で
き
、
同
病
の
人
が
多
く
、
個
人

的
に
話
を
伺
っ
た
り
た
い
へ
ん
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
期
待
し
て
い
た
妙
薬
な
ど

は
な
く
、
サ
ラ
ソ
ピ
リ
ン
と
ス
テ
ロ

イ
ド
等
の
服
用
で
、
長
く
か
か
る
の

だ
と
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
を
考
え
る
と

こ
の
子
を
育
て
て
い
く
自
信
が
な
く

な
り
そ
う
で
す
が
、
難
病
で
苦
し
ん

で
い
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
。
東

京
だ
け
で
も
子
供
の
同
病
者
は
四
〇

〇
人
位
い
る
ら
し
い
と
聞
き
、
皆
さ

ん
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
学
び
な
が
ら

努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
私
献
身
的
に
活
動
し
て
下
さ

る
役
員
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ご
連
絡
は
〒
一
〇
一
東
京
都

千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
―
四
〇
、

五
十
嵐
ビ
ル
ニ
Ｆ
恵
示
難
病
団
体
連

絡
協
議
会
ま
で
。
（
東
難
連
よ
り
）

便
り
と
広
告
募
集

本
誌
編
集
委
員
会

　

当
編
集
奢
貝
会
は
、
み
な
さ
す
。

ん
の
お
便
妁
と
広
告
の
紹
介
を

　

広
告
は
、
一
段
全
部
で
一
万

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

五
千
円
、
二
段
で
三
万
円
で
す
。

　

お
便
り
は
ど
ん
な
内
容
の
も
広
告
し
た
い
も
の
が
あ
れ
ば
、

の
で
も
結
構
で
す
。
た
と
え
ば
原
稿
と
共
に
料
金
を
そ
え
て
お

皆
さ
ん
や
ご
家
族
の
要
望
や
訴
送
り
く
だ
さ
い
。

え
な
ど
や
写
真
で
も
よ
い
で

患者・障害者の

　　　

年金12章
渡辺

　

清著Ｂ６判400頁1,500円〒160

障害年金を中心に老令、遺族年金などと労災保険

などの調整について、くわしく解説。
年金問題で必読の書。

　　　　　

鳩の森書房

ご注文は本誌編集委員会までおねがい

します。

全国患者団体連絡協議会加盟組織

〈互療会〉

〒105港区西漸tg3-i5-ia原色版印刷内

　　　

≪0 3 (433) 164 1

〈全国交通労働災吝対策協農会〉

〒171豊島区西池袋1-4-5

　　　

曹０３ 082) 7 3 6 1

〈全国腎臓病患者連絡協議会》

　

〒161新宿区下落合3－15－29田沼ビル（第二）

　　　

會0 3 (952) 53 4 0

〈全国心臓病の子供を守る会〉

　

〒101 干代田区沖田北乗物町17北乗ビル

　　　

曾０３ (256) 8 4 2 4

ぐ全国ハンセン氏病愚者協議会》

〒189東村山市青葉町4-1-10

　　　

會0423 (94) 15 7 1

〈全国職業性有害初障害患者協籐会〉

〒105晒区新橋6－1ト４

　　　

･ 0 3 (433) 2 08 2

《日本愚書同盟》

〒180-04清瀬市松山2-13べ2

　　　

･0424 (91) 0058

〈慢性一敵化炭素中毒愚者会〉

　

〒151渋谷区千駄ヶ谷1－3卜５代々木属院内

　　　

≪O493 (24) 1 2 93後藤宛


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8

